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	１． 概要
	２． 構成
	２－１． システム構成図
	（１） スタンドアロン
	図2－1　スタンドアロンの構成

	接続可能な機器構成を以下に示す。
	・ 出入管理装置１台ごとに１ゲート(ＷＡ－０１Ａ)もしくは２ゲート(ＷＡ－０２Ａ)の出入管理が可能である。
	・ １ゲートごとに入室側および退室側１台ずつ、計２台のリーダーが接続可能である。
	・ １ゲートごとに操作表示器が1台接続可能である。
	（２）  システム全体
	システム全体の構成を図2－2に示す(ＷＡ－０２Ａの場合)。
	図2－2　システム全体の構成

	接続可能な機器構成を以下に示す。
	・ 管理用システムソフト（ＷＳＳ－０１Ｂ、ＡＣＳ－１０００）を使用することにより、詳細な出入管理が可能である。
	・ １台の管理用パソコンに対し、ＬＡＮ通信方式では１２０台まで接続・制御が可能である。

	２－２．  機器構成
	（１） 本体
	１） 出入管理装置 ＷＡ－０１Ａ/０２Ａ
	２） １台のＷＡ－０１Ａ/０２Ａにて、１ゲート/２ゲートの管理が行えます。

	（２） 接続リーダー
	非接触式FeliCa/MIFARE対応カードリーダー ＷＭＬ－１０(Ｔ)Ａ
	ＷＭＬ－２０(Ｔ)Ａ
	ＷＭＬ－５０／６０（Ｔ）

	１台のＷＡ－０１Ａ/０２Ａにて、各ゲートのＩＮ/ＯＵＴに１台ずつの計２/４台が接続可能です。
	（３） 生体認証機器
	a． 手のひら静脈装置（富士通製）   ＡｕｔｈＧａｔｅ３０４０
	b． 指静脈リーダー（美和ロック製）  ＲＤＦＶ－Ｓ０１
	c． 手の甲静脈認証システム（SYNCHRO製） ＶＰ－ⅡＸ
	d． 共連れ検出装置(ｱｷｭﾗﾝｽ製)   ＯＶ－１０２ＣＢ（Ｊ）

	（４） 生体認証機器Ｉ／Ｆ
	a． インターフェース    Ｍ－ＩＦ

	（５） 対応錠種
	１台のＷＡ－０１Ａ/０２Ａにて、１/２台まで接続可能である。
	１） 対応電気錠は美和ロック、ゴール、堀が接続可能となる。
	２） 高見沢製フラッパーゲートを接続可能である。
	３） 対応電磁式電気錠はロックマンジャパンが接続可能である。

	（６） 追加オプション品
	１） バッテリー      （本体内蔵可能）
	２） ４万名対応オプション基板    （本体内蔵可能）

	（７） 管理用パソコンソフト
	ＷＳＳ－０１Ｂ
	ＡＣＳ－１０００

	管理用パソコンとの通信は、ＬＡＮにて接続されます。
	１台の管理用パソコンに対してＷＡ－０１Ａ/０２Ａが１２０台まで接続が可能となる。
	（８） ハンディーライター
	ハンディーライターを使用することにより、出入管理装置の各種設定・個人データの登録・削除が可能である。


	３．  機器の特徴・概要
	３－１． 入退室の管理
	（１） 個人コード
	（２） 管理人員
	・ 個人コード１～１２桁の場合は最大１０，０００名の登録が可能である。
	・ 個人コード１３～２０桁の場合は最大８，０００名の登録が可能である。
	（３） 入退室時間制限機能
	・ 入室･退室可能な時間帯を設定することが可能である。
	・ その設定を個人・ゲートごとに反映させることが可能である。
	（４） 休日設定機能
	・ 入退室時間制限機能･連続解錠時間設定機能は、曜日・休日１種類・特日８種類ごと設定を分けることが可能である。
	・ 休日・特日の設定は、カレンダーに設定することが可能である。
	・ カレンダーは西暦２０８９年まで対応し、うるう年の計算を自動的で行う。
	（５） 有効期限チェック機能
	・ 個人ごとにカードの有効期限を設定することが可能である。
	（６） アンチパス機能
	・ リーダーを操作せずに入室(不正な入室)した場合、退室の操作および隣接している部屋への入室では不許可とする制限を付け、システム全体で管理することが可能である。
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